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研究成果の概要（和文）：第一に、歴史和解の促進という観点から、歴史摩擦とパワー・安全保障の相互作用が
もたらす悪影響を抑制するためには、伝統的な二国間同盟を通じた歴史問題の管理は有効ではなく、多国間安保
協力による緊張緩和と信頼醸成措置の向上が必要である。第二に、市民社会内部での歴史認識をめぐる対立が激
しくなっていることから、市民社会相互の交流拡大がただちに歴史和解を促進する構造になっていない。第三
に、東アジアでは、「ドイツ・モデル」を和解の成功例だとみなして、日本の歴史認識への取り組みの不十分さ
を批判する傾向が強いが、ドイツの事例はそれほど単純ではなく、より慎重な対応と相対化が必要である。

研究成果の概要（英文）：(1)Managing the history problem through strengthening of the bilateral 
alliances no longer works. Reconciliation would be more effectively promoted through easing of 
tensions and confidence-building measures in the context of multilateral security cooperation. (2) 
Given the transformative impact of globalization upon civil society, transnational human and 
material exchanges will not necessarily contribute to mutual understanding of history. Such 
exchanges require more careful transnational coordination between pro-reconciliation forces against 
the nationalistic elements. (3) A reappraisal of the ‘German model’ widely accepted in East Asia 
as the ‘success story’ will mitigate the victimhood nationalisms in Korea and China.　(4) We 
organized history dialogues between university students and the project members, which turned out a 
great success in terms of promoting trans-generational understanding of history.

研究分野：国際政治学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
(1)東アジアにおいては、歴史摩擦とパワー・安全保障が連動する中、相互の悪循環を断ち切るためには、多国
間安保協力による緊張緩和が歴史和解にとって効果的である。
(2)歴史認識問題でも社会の分極化現象が見られることから、市民社会の交流拡大が歴史和解につながるという
構図にはなっていないことも明らかになった。政治家レベル、市民社会レベルが相互に連携して歴史和解を促進
するような条件をどう作っていくかが問われている。
(3)「ドイツ・モデル」の相対化は、和解の双方向性という観点からも、また加害・被害の二項対立を乗り越え
るためにも有益である。以上の知見は、学術的にも社会的にも和解にとって意義深いと考える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 東アジア諸国のパワーバランスの変化と歴史摩擦の交錯は、グローバル化の進展に伴い、市
民社会レベルの構造的変容と排他的なナショナリズムの台頭をもたらし、いまや「歴史認識問
題」は経済や安保、政治問題とは別個に独自の位置を占めるようになり、しかも他の分野に悪
影響を及ぼす事態となっている。言い換えると、歴史和解は東アジアの緊張緩和と国際協力に
とって取り組むべき最優先課題になっているといっても過言ではない。 
 以上のような状況認識と問題関心にもとづき、本共同研究は、一次史料にもとづく実証的研
究と「ドイツ・モデル」の再検討、および歴史和解をめぐる理論的考察を通して、東アジア諸
国が直面する「歴史認識問題」の諸相を明らかにすると同時に、歴史和解に必要な知見の探求
に取り組むことにした。 
２．研究の目的 
 以下の四つの相互に関連した課題を設定した。 
(1)日中韓米のパワーバランスが大きく変化する中で、歴史摩擦とパワー・安全保障の相互作用
がもたらす悪影響を抑制するためには、安全保障の分野でどのような取り組みが必要なのかを
探求する。 
(2)グローバル化の進展のもとで、民主化や価値観の多様化など市民社会でも大きな社会変化を
経験するなかで、人の移動や交流の増大は一面で排他的なナショナリズムを刺激し、それが「歴
史認識問題」とむすびついたとき、市民社会相互間の摩擦のみならず、市民社会内部において
この問題での両極化現象が見られるようになった。「歴史修正主義」の台頭がもたらす市民社会
の両極化現象に対処し歴史和解を促進するためには何が必要かを検討する。 
(3)中韓では、「ドイツ・モデル」を成功例だとみなして、日本の歴史認識への取り組みの不十
分さを批判する傾向が強く、このことが、双方の歴史認識の溝を埋める障害になっている。ド
イツの歴史和解も複雑かつ困難な過程を辿っており、現在でも進行中のプロセスであることを
示すことによって、東アジアにおける「ドイツ・モデル」理解の相対化を通して、中韓の「被
害者ナショナリズム」の緩和と加害・被害の二項対立的思考の克服を目指す。 
(4)市民社会相互の交流拡大の一環として、本プロジェクトは、プロジェクト参加者と関係諸国
の大学の若者との歴史対話を行い、「歴史認識問題」をめぐる相互理解を深める。 
３．研究の方法 
本共同研究は、この分野で顕著な成果を挙げている海外研究協力者との国際共同研究の形を
とり、適宜彼らを招聘して知的交流を図った。海外の研究者との知的交流は研究に当事者間の
論争に客観性を付与し、相互の歴史理解と和解につながる側面を有する。また、年 2～3回の研
究会の開催を行い、日本の大学からも知見提供者を招き、議論を深めた。一次史料にもとづく
実証的研究の他、「ドイツ・モデル」の再検討と歴史和解に関する理論的考察も行った。分析枠
組みとしては、グローバル化、パワー、ナショナリズム/アイデンティティ、市民社会、歴史認
識の交錯に注目し、その複雑な相互作用のメカニズムを国際関係の視点から考察することに留
意した。くわえて、国境を越えた歴史和解の促進を念頭に、科研メンバーと関係大学の学生と
の歴史対話を実施し、その成果を研究にフィードバックさせることを試みた。 
４．研究成果 
 本プロジェクトで得た成果は以下の四点にまとめることができる。 
(1)東アジアにおいては、歴史摩擦とパワー・安全保障が密接に絡み、複雑な相互作用を生み出
している。そうした状況の下で、この地域では日米、日韓とも二国間同盟条約が基軸となって
いるが、こうした伝統的な二国間同盟を通じた歴史問題の管理は、歴史摩擦と連動して、この
地域の国際関係に緊張をもたらし、逆に歴史和解を遠ざけるということが明らかとなった。両
者のネガティブな相互作用を断ち切るためには、多国間安保協力による緊張緩和や信頼醸成措
置、そのための政治的リーダーシップの発揮が必要だとの知見が得られた。 
(2)「歴史修正主義」の台頭によって、歴史問題についての市民社会相互間の対立および市民社
会内部の両極化現象が見られるようになったことに示されるように、市民社会の交流拡大がス
トレートに歴史和解につながるという構図にはなっていないことも明らかになった。その意味
で、市民社会の成熟度（民主化）の高まりは歴史和解を促進するという単純な理解は再検討が
必要である。このため、政治家レベル、市民社会レベルが相互に連携して歴史和解を促進する
ような条件をどう作っていくかという新たな課題が生まれている。 
(3)中韓では、「ドイツ・モデル」を成功例だとみなして、日本の歴史認識への取り組みの不十
分さを批判する傾向が強く、このことが、逆に日本社会内にバックラッシュ現象を惹起する要
因となっている。成功物語としてステレオタイプ化されているドイツの歴史和解は、複雑かつ
困難な過程を辿ってきており、いまなお進行中のプロセスであることが明らかになった。 
(4)日韓、日中の若者と本プロジェクト参加者との間の歴史対話を企画し、歴史認識についての
相互理解を深めることを試みた。日本では、学部生との歴史的対話を試みたが、事前の準備に
も拘わらず、歴史問題への知識と理解が十分ではなく、成果は限定的となったが、ソウル大学
の院生との歴史対話は、歴史認識の違いと共通点を確認するうえで非常に意義深いものとなっ



た。諸般の事情から、中国の大学生との対話は実現しなかったが、こうした世代を超えた歴史
対話は意味があるとの結論を得た。 
 歴史和解は双方向のプロセスでなければならない。と同時に長期に及ぶ、辛抱強い努力が求
められる。カール・ヤスパースは、ドイツ敗戦直後にハイデルベルク大学で行った連続講演の
中で、「われわれは語り合うことを学びたいものである。つまり自分の意見を繰り返すばかりで
なく、相手方の考えているところを聞きたいものである」、「反対者は、真理に到達する上から
みて、賛成者よりも大事である」と述べて、「反対論のうちに共通点を捉える」ことが大事だと
説いている。本プロジェクトで得られた知見は、「反対論のうちに共通点を捉える」作業の一環
である。関係国の若者との歴史対話の実践と経験は、そうした息の長い対話の必要性と意義を
確認するものであった。 
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